
 

行政書士冨田賢事務所報 ２００９・秋 

秋来ぬと目にはさやかに見えねども風の音にぞ驚

かれぬる(古今集より藤原敏行) 

私は学生時代、古典が大好きでした。ロマンを感

じるからです。この和歌のように、少しずつ秋の気

配が感じられる季節となりました。 

行政書士冨田賢事務所が北区・赤羽で開設して早

２カ月が経ちました。おかげさまで少しずつ業務の

受注も生じ感謝申し上げます。今後とも一層のお引

き立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 

無
料
相
談
会
に
初
参
加
！ 

 

去
る
８
月
５
日(

水)

に
、
北
区
役
所
第
一
庁
舎
１
階
正
面
玄
関
ロ
ビ

ー
に
て
、
東
京
都
行
政
書
士
会
北
支
部
主
催
に
よ
る
無
料
相
談
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
身
近
な
法
務
相
談
に
応
じ
る
と
い
う
企
画
で
、

偶
数
月
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

私
は
あ
る
志
を
も
っ
て
参
加
を
支
部
長
に
申
し
上
げ
ま
し
た
。
そ

れ
は
区
民
の
方
の
お
役
に
立
つ
と
い
う
公
益
性
と
、
自
身
の
行
政
書

士
と
し
て
の
資
質
の
向
上
の
た
め
で
す
。
ま
だ
登
録
２
カ
月
で
は
そ

ん
な
に
多
く
の
お
客
様
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
は
ず
も
な
く
、

良
い
修
行
に
な
る
の
で
は
と
考
え
た
の
で
す
。
真
剣
に
ご
相
談
に
お

見
え
に
な
る
お
客
様
か
ら
は
「
私
た
ち
を
実
験
台
に
し
て
何
事
か
！
」

と
お
叱
り
を
受
け
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
・
・
・ 

 

さ
て
肝
心
の
当
日
の
相
談
件
数
で
す
が
、
て
っ
き
り
相
続
部
門
が

最
多
か
と
思
っ
た
ら
、
借
地
借
家
関
係
が
件
数
第
一
位
で
、
相
続
は

第
二
位
で
し
た
。
私
は
午
後
か
ら
参
加
で
、
残
念
な
が
ら
借
地
借
家

関
係
の
相
談
に
は
遭
遇
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
相
続
、
隣
家
の
騒

音
問
題
、
住
所
表
示
に
つ
い
て
の
苦
情
、
交
通
事
故
な
ど
の
相
談
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
ど
こ
に
相
談
し
て
い
い
か
分
か
ら
な

い
か
ら
来
た
」「
相
談
し
て
気
が
楽
に
な
っ
た
」
な
ど
と
ご
感
想
を
頂

戴
し
、
行
政
書
士
の
端
く
れ
と
し
て
少
し
は
お
助
け
で
き
た
か
な
、

と
自
分
を
褒
め
ま
し
た
。 

 

次
回
は
１
０
月
８
日(

木)
に
、
Ｊ
Ｒ
赤
羽
駅
西
口
駅
前
広
場
で
実
施

さ
れ
ま
す
。
私
も
ま
た
参
加
予
定
で
す
。
８
月
の
頃
よ
り
は
ち
ょ
っ

ぴ
り
成
長
し
て
い
た
い
も
の
で
す
。 

 

冨田事務所にも爽やかな秋風がめぐってきました 

相続で知っておくとちょっと便利な話（１） 
 長らく音信不通だった親が死んだことを知って相続が始まりました。３カ月以内

(熟慮期間)に相続放棄するか承認するか決めなければなりません。さてその３カ月の

起点は親が死亡した日？ 正解は「親が死亡したことを知った日」です。仮に兄弟が

３人いたとしたら、熟慮期間は３人でそれぞれ違うはずなのです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

言い換え御免～裁判員制度 
裁判員裁判が次々と始まっています。 

中でも気になったのが、従来の法廷で使われていた難解な用語を平易な言葉に言

い換えるなど、裁判員の方々に正確に理解してもらおうという姿勢が強まっていること

です。例えば、「実刑」→「刑務所に入れる」、「未必の故意」→「死ぬと思っていたの

に、何もせずに放置した」、「情状酌量の余地はない」→「自主や反省を大きく評価する

必要はない」といった具合です。傍聴人には好評のようですね。 

私は以前、地方公務員をしていましたが、当時一般の人には耳慣れないカタカナ行

政言葉が氾濫していたことがありまして、同じように「アカンタビリティ」→「説明責任」、

「コンセンサス」→「同意」、「パブリック・インボルブメント」→「住民参画」などと言い換え

た記憶があります。言い換えるというか、英訳したものを和訳に戻したというべきかもし

れません。２つの事例はとてもよく似ていると思いました。 

しかし本当の意味で法律用語の理解を浸透させるのなら、法律の条文そのものを変

えるぐらいでないと根本的な解決にならないかもしれません。刑法は平成７年に、民法

は１７年に漢字カタカナ混じりの文語体から、ひらがな口語体に改めるための改

正がなされ、随分と一般の方にも分かりやすくなりました。 
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たかがテレビドラマ、されどテレビドラマ 
某テレビドラマの中で、行政書士が離婚についての法律相談に応じる場面があ

ったとして、「弁護士以外が報酬目的で法律事務を扱うことを禁止した弁護士法

７２条に違反する」と抗議があったらしいです。俗に「非弁行為」と言われます。 

交渉代理は弁護士の専門職域になります。行政書士がＯＫなのは、離婚協議書

作成、離婚原因給付による公正証書作成手続き、戸籍手続きなどになります。こ

のいわゆる「業際問題」については私も神経を張っています。 

それにしてもテレビドラマは娯楽である、といっても、公共性の強い電波に乗

って万人に視聴されることを考えると、登場人物の職業性についても深く掘り下

げなければならないんだなあ、と痛感しました。 


